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第 八へ表:

昭26上|26下 2 7上27下 2 8上

厂■丨—■マ■一—挪广-*^1*311

含8 下丨2 9上丨29下 
1 1- ■ —

3 0上30下 31上31下

賃 银 水 準 100 117 119 132 137 151 148 157 152 166 165 180

物 価 水 準 100 99 96 94 94 97 90 90 90 95 102 106

壳上高利益率 10.6 8.4 6.7 5.7 6.0 68 5.B 4.2 47 50 5,0 6.5

労 働 生 鹿 性 100 102 118 122 137 160 166 166 168 ；176 101 206

労 働 装 備 率 100 102 102 107 113 128 135 142 152 157 162 168

資本生產 .性 100 100 110 113 112 125 123 116 110 112 118 123

(注) 通库省r産業合理化白書」 ：:
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が
；聖
堂
に
托
身
し
た
.

〉
b

e
s

i
t

z
l

o
s

e
^

で

あ

、 

り
、

s
.

p
0

H
s

c
m

l
i

c
h

 

f

r

e

t

r

.で
あ
.

る
'

が
，s.

d
i

n
g

l
i

c
h

.

 

m
l

f
r

e
i

e

.

な
も
の
.

'

と

す

る

卜s
t
r
i
a
e

 :

の
説
、
：'ま
た
こ
の
問
題
を
王
料
地
と
結
び
つ
け
、
す
で 

■
に
フ
ラ
^
ク
時
代
に
壬
料
地
に
居
住
し
、
そ
こ
か
ら
主
に
：賃
子
を
支
抵
.っ
て
い 

，.た-■,

CDIbIiclr.freie....Bev

o:l
k
e
3
3
1
H
，

.が

.居
つ
.た
'と
す
る
..H. 

Glitsch

の
説
を
拳
げ
て
い
る
。..
つ
づ
い
.て
こ
れ
ら
のF

r
a
e
n

は
，

PA.

遇h
a
^
e
n

に 

.相
当
す
る
と
の
'
,
.

E. ...Meister 

■説
1
.更
.に
ザ
.ク
.セ
.ン
め
.
.
.
:J'reien

'';:
.

は
.■フ
.

：

ラ
シ
ク
の.M

i
l

i
t

a
r

k
o

l
o

n
i

s
t

s

か
ら
由
来
し
、
自

由

人

の

，，

E
i

g
e

n
。

つ 

ま

り

F
r

e
i

g
i

i
t

e
r

■

は
貸
与
さ
れ
た
王
料
地
で
あ
り
、

'

こ
：の
土
地
は
伯
の
承
認' . 

に
よ
マ
て
の
：み
移
譲
さ
れ
、.：
主
は
そ
の
土
地
に
上
級
所
有
権
を
も
..つ

と

い

う
. 

F
r

.

^

^

^

セ
甘
ぺ
の
こ
の
問
題
に
ら
い
て
の
研
究
が
^

げ
ら
れ
て
い
る
？：

.

箭

後

にF
e

d
o

H 's
c

h
l

l
e

i
d

e
r

が
こ
の
問
題
を1,

フ
ン
ゴ
バ
ル
ト
の
状
^
が
ら 

出
発
し
て
論
究
し
、
そ

の

国

家

植
民
を
麗
や
国
道
：の
確
保
と
結
び
つ

.

：け
、
：'

:
d

i
e

 

f
H

e
i

e
n

 

A
r

i
x

a
a

n
i

Q
e

n

;'i:

を
こ
の
よ
う
な 

S
t

a
a

t
s

k
o

l
o

r
d

s
t

e
a

 

と 

し
て
考
慮
し
た
こ
と
、
ま

た/^
v

o
l

c +e
l

i
n

i

•

が

こ

のA
r

i
r

c
L

a
n

n
e

n

を
ラ

. 

' 

S

ゾ

.コ
バ
ル
ト
お
よ
び
他
の
法
源
の

e
x

e
r

c
i

t
a

l
e

w

に
相
当
す
る
ラ
ン
ゴ
、パ
.ル 

ト
時
代
のG

e
m

e
l

n
&

e
i

e
n

 

,

で

あ

り

、

そ
の
貢
租
は

4
Q

 

い
.

H
e

e
r

s
t

e
u

r
,

つ
ま
りG

l
a

f
e

s
c

h
a

-c+
z

 

.

と
結
び
つ'

く
こ
ど
を
明
らA

に

し
、.
.F

.

 

S
c

h
n

e
i

d
e

r

 

.

.も

a
r

i
B

a
n

n
i

a

.

を

国

有

地

で

の

居

住

に

対

す

る

^
^
砠

.
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.. 

,

.

 

.
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.

 

.

と
し
、
ま

たA
r

i
m

^
m

e
n

を
そ
の
貢
納
義
務
の
た
め
に
ー
皆
钱
&

と

記

、

: 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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- 

, 

. 

. 

- 
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•

し
、
之
等
の 

A
r

i
m

a
n

n
e

n
,

を

B
a

r
a

l
d

e
n

 

や
：

P
A

e

o qh
a

f
t

e
n

 

と
等
置 

し
た
こ̂

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
;

〜

ご
 

.

.

'

て

'
:
'
:

'
問
題
が
こ
こ
ま
で
展
開
さ
れ
る
と轨

f

l

甚

お

I

K

S

S

.
 

zinser.

と
言
お
う
と
.殆
ん
どH

T
D
a
n
l
l
e
n
b
a
u
e
r

の
い
わ
ゆ
る
ガ
.ロ
'リ
ン 

グ
に
お
げ
る
5

&<1
>

^

1
<̂|
>
.5
.の
理

論

構

成

の

大

^

^

出

尽

で

た

と

い
 

う

べ

き

で

あ

と

；
は

各

|フ
シ
ト
海
の
実
証
研
究
が
残
さ
れ
て
：い
る
に
ず
ぎ
な
い
0
,

勿
論
、

H
.

 

D
a

i
m

e
n

b
a

u
e

r

 

の
立
論
は 

f
r

e
i

e

 

L
e

u
t

e
.

の 

s

t
f a
s

n

d
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に

D
e

 

:
c

e
t

e
H

i
s

.

 

l
i

b
e

r
i

s
'

h
o

m
i

n
i

b
u

s
.

q
u

o
w

v
o

c
a

n

cfr
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b
h

a
:

d
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i
l

d
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3

関
す
る
問
題
の
み.に
か
ぎ
ら
ず
.

centena:..
や
軍
政
に
も
及
ぶ
の.で
.あ
る
が
当

'
■

M

題
0

資
料
に
限
定
す
：る
。

 

：

•

•

:

.

:

と
こ
ろ
で
前
掲
の
 

arim

私nnie 
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Rodungssiedlungen 

u
n
d

i
v
o
n 

abfallenden steuer
)
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Gesetze v

o
m

wonkajiscllen 

^
^
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菡
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!
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.
!
^
-
，
でP

w
e

oqajiasunt h
e
c
:

a
r
i
m
a
n
n
F
v
i
§

 Publicer:.::^

と
.

よ
う
に
国
壬
特
権(Regal)

と
.し
.
て

記

さ
れ

、

つ
^

い

て
 

p
y.
s.
Jr
oq
S
H
 das. B

i
s
t
u
m

 a
n
d

 Herzog-

turn "wiirzburg. l
l
g
.
J
U
l
i

 

1
0
.

で

：
q
u
o
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 c
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t
e
s

 d
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 liberis

h
o
m
M
i
b
u
s
,

 aui vuigo "bargiMi vooantur, in comitiiw habitl
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-

anti dus statutam iusticiam

HCD
a
p
e
r
e

 de bent 
•ミ
と
い
う
よ
う
に 

B
a
r
a
i
d
e
n

 (Kdnigszinser)

の
貢
租
が
ゥ
ュ
ル
ッ
プ
ル
ガ

-

大

公
#
_ 

.の
中
で
俏
に
留
保
さ.れ
て
い
る
。.：
こ
の
こ
，と
か
ら
入
格
的
に
は
壬
へ
；
の

直

画 

係
に
'立
つ
之
等
.の
人
々
が
国
家
的
管
理
並
び
に
偵
と
関
係
し
て
い
た
こ
と
が
知

-ら

れ

る,°
::, 

' 

■

C -

の
：問
題
を
シ
ュ
ヮ
ー
べ
ン
に
.

つ
1<

て
追
及
し
た.

«

^

1

到
&

« )
2
:
, 

D
i

e

 

f
r

e
i

e
n

 

B
a

u
e

r
n

 

i
n

 

s
c

h
w

a
b

o 'n
.

は

「

旧
帝
国
料
地
あ
る
い
は
ス
タ
ウ
フ 

ァ
ー
め
家
産
料
地
の
大
部
分
は
豊
饒
な
’

地
方
に
あ
り
、
殆
ん
ど
新
規
な
居
住
の 

余
地
が
：な

か
っ
■た
の
で
自
由
農
民
ば
稀
に
し
か
住
み
込
ま
^

か
.

マ
た
、

.

し
た
が 

っ
^

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
ニ.

世
、''
フ
：リ
ー
ド
リ'

ッ
ヒ
ニ
世
の(

も
と
で
あ
ら
た
に
得 

ら
れ
た
王
料
地
で
し
か
自
虞
民
が
み
う
け
ら
れ
な
い
。

…
…

シV

ヮ
ー
べ
ン 

.

.
:の

| 0

壬
料
地
及
び
ス
タ
ゥ
フ
ァ！
^

家
^

^

地
.

で
は̂

ん
ひ
少
数
.

の
，

p
r

e
i

e

し 

か
お̂

ず
、
た
だ
山
嶽
ま
た
はi

地
帯
に
み
う
け
ら
れ
る
に
す
ぎ
ない
。丨
；

五
：3

(

T
o七
一
一.
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シ
.ュ
ヮ
I
ベ
ン
で
は
ス
タ
ゥ
フ.ァ
I
か
ら
特
に
多
く
の
自
由
農
民
の
ゲ
ノ
.ッ
セ

、
8 ノ

ン

シ

キ
,^
.
が̂

設

置

さ

れ

た

。
：
：

.

.

.
:-
,
-
:
.
空

の

自

塵

民

の
;5
.ち
：に

始

麗

な

ヵ

ロ
 

リ
ン
グ
峙
代
か
ち0
フ
：ラ
；'/
ク
め
値
民
者
を
推
矩
す
る
が>
:じ
が
し
之
等
0
自

.
 

由
農
民
は
お
そ
.̂

く
ザ
y
T
:丨
最
後
の
：時
代
に
初̂
て

あ

ら

わ

れ

た

，
か

ま

.た
は
.
 

ス
タ
ウ
フ
ァー

時
代
に
厲
す
る
ど
思
わ
れ
る.

o,vHigxeve (Freigxafv

と
い
：

(

8

 

ノ

っ
た
表
現
ば
：1
€
<六
年

に

は

：
じ

め

.て
出
会
う
。1—
と
の

.

ベ
て
い
る
，
つ.ま
り

. 

—

u

v̂.
^
f
r
e
i
e
w
a
u
e
n
l
v

，
と
言
；お
う
と.《
w
a
r
a
l
d

<I
>
n
 
ミ

又

は

さ

ら

ー

に

** a
r
i
m
a
n
n
e
n

と
と
言
お
5
と
フ. 1
フ
ゾ

ク
,̂
代

の

：
い.わ
ゆ
る
之
等
の
；
？freie

.

.

.

.
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.

.

. 

.

.

.
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.
:

. 

.
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.

 

.
L
e
u
t
e

.-
と

ザ

リ

ナ
 
V 

"

x
^
-
{
s
_
:
7

::
T
:
r
0
、<H,
H
e
i
e
,
L
a
n
d
b
e
v

o:
l
k
e
r
u
x
l
g
s

と
で
：は
史
的
な
意
義
を
異
に
し
、..ま
た
.そ
'の
史
的
連
続
性
も
保
証
さ
れ
な
い
と 

い
う
訳
で
あ
る.。
：

'
:
:
.
.
y
 

■ T
h
v

 Mayer. 

■は
.：

「

w
a
H
l
. 

.Weller..

は
実
際
め
証
拠
.を
.示
さ
ず
..に「(

自
由
：
 

.民
創
設
s

'.ィ4

シ
ア
テ
'.ィ
ヴ
を
；1
;般
に
-
:ス
タ
ヴ
ブ
ァ
.丨
.に
帰
1>
、
'
ス

タ

ケ

プ 

•V
へ

ー

が

自

由

農

民

の

：
ゲ

ィ

タ

.セ
ソ
.シ
ャ
?
ト
を
植
民
じ
、：：
之
等
の
人̂
:に
特
別： 

な
優
遇
を
与
え
た.事
例
を
示
し
て
.'い.な
い
。'ま
た
自$

農
民
の
挙
げ
ら
れ
た
例

も
廣
少
で
あ
る
_。
，.
‘
-
-

ス
..'
タ
ウ
■フ
T 

Iの
影
響
外
の
土
地
に
も
自ff
l
農
民
が
居

8
ら
：_た
0

」

：と
い
.う
よ
う
に」̂

.
W
e
l
l
e
r

の

労

作

：の

弱

点

を

指

摘

1;
て
い
る
0
 

:

麓

以

上

の

短

い

證

的

な

概

観

に

ょ

？
て
も1自
_
'、の
概
念
が
.金
く

--
*
 

義
的
で
な
く
、
自
由
と
記
さ
れ
た
人.力
が
貢
納
を
：お
さ
め
、
賦
役
奉
仕
を
待
い
、 

結
婚
そ
の
他
の
.点
例
え
ば
そ
の
：

E
i
g
e
n
.

の
売
却
、
，
寄
進
等
の
制
約•を
う
け
、

そ
の
主
人
か
ら
売
却
又
は
抵
当
に
入
れ
ら
れ
る
等
非
自
由
入
ー
と
大
差
な
い

1|
な 

事
態
が
実
在
し
た
こ
と
、
従
っ
て
自
由
の
も
と
で
*
々

な
身
分
的
特
性
が
包
含

'.
驾
四
：a

 

0 七
四)

' ,

さ
れ
て
い
た
こ
ど
.が
知
ら
れ
る0
,そ
こ

でThi 

3
^
7
爲

'.
は

フ

ラ

ン

"
ス

革

命 

M K

は
啓
蒙
期
以
来
の
自
由
と
平
等
の
理
念
於
必
ず
し
も
常
.に
現
実
で
あ
っ
■だ
か 

ど
う
か
疑
わ
し
い
と
述
べ
て.い
る
。
従

っ

て「

II
I
'
Q1-
-
.は
.パ
啓
_

期

や

フ

ラ

ゾ 

:ス
革
命〉

以
前
に
ば
著
し
く®

づ
け
ら
れ
て
お
り
、';Ha!bfrei

a>'
n
:

は
何
等 

ぃ
実
際
の
菲
自
由
民
で
な.く
、ン
自
_
の
も
と
に
き
わ
め
.て
多
ぐ
の
も
の
が
総
括
さ 

れ

，
：
種

々

：
な

^ル
：.

1
プ「

の
限
界
が
流
動
的
で
：あ
っ
た0
ー

穹

い

づ

：
た

意

味

で

.
の 

:-
-豪

1
|
1
:
:
>
.

は

：
ー

定

办

支

配

に

対

す

る

臣

従

'に
外

な€
ず

、

：

こ

の

自

_

は 

alte.Gemanfreiheit (Oder :,urfr

a-h
e
3

';
と
何
等
の
関
係
4'
な
<
、 

、
全

然

ち

が

っ

て

ー

判

断

す

べ

き

で

あ

る

：

0
こ

の

よ

う

な

？

F
r
e
f
i
t

ミ

の

概

念
 

は

十

：
ー
ニ
.丨
十
三
世
紀
の
転
換
で
形
成
さ
れ
た
。
こ
：の
時
期
ま
で
に
，
w

f
 
M
l

 

这
1
1
3
玲
の
耕
や
す
旧
王
領
地
は
殆
ん
ど
失
わ
れ
て
し
ま
，っ
た
0従
っ
て
；£
1
:0)
1
§ 

E
i
g
e
n
:

に
ら
い
：'p
,
^
i
l
件M

自

由

で

.は

な

く

そ

の

土

地

に

つ

い

て

の

貢

租

c
2 3
>

が
納
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か.マ
た
。.：
こ
.の
時
期
に
と
く
に
ス
ィ
ス
'で

は

讀

マ 

绊
§
が
ら
«
0>
1
&へ
'の
..支
配
の
移
行
は
自
由
へ
の.上
昇
を
意
味
し
て
い
た
。 

■従
.っ
；

「

て
九
世
紀
©
.
.
ク
ァ
：の
帝
国
料
地
賃
子
帳
に..よ
.，る
と「

多

数

'の
' K

o:nigs

丨 

§̂©
^
'
:
が
あ
げ
«0
:
れ

て

い

：
る

が
€
.の
::
.
:
«
5
1
1
1

怒

2
:
1
1
1
3

(0
"
か
ら
後
期
中
世
の
自 

.由
入
.へ
の
®

の
結
合
線
を
.ひ
く
こ
上
は
お
そ
ら
く
無
理
で
：あ
ろ
う
。
こ
の
帝 

国
料
地
は
ク
ア
司
教
；の
手
に
移
行
し
て
；お'0
!
、
へ
こ
と
で
：

K

o:nigszinser

と 

w
o:
n
i
gの
^

的̂
関
係
が
-応
た
.ち
.切
ら

れ

て

い

る

。
：

■以
上
の
こ
.と
._から
十
一
. 一.
.
I十三
..世
紀
の
転
換
期
に
，
.あ
ら
^
れ

る

自

由

人

：
は

第 

.1.

に
開
懇
、
' 第
ニ

に

；
浓

逛
&
.:

へ
の
塵
の
関
係
に
よっ
て

^

成
さ
れ
る
こ
と 

が
知
ら
れ
•る
。
.し
か
し
国
制
上
の
変
革

Fersonenverbandsstaat

か
ら

新
じ
い
テ
ン
ト
の
支
配
に
基
礎
を
お
く

 F
H
C
l
a
e
n
s
t
l

へ
の
_

ー
が
新
だ
.
 

な
自
由
の
膝
式
に
太
き
な
影
轡
を
，あ̂
え
、
.逆
に
史
た
自
由
は
'そ
の
よ
.う
な
： 

FlSciienstaar

の
礎
®
と
な
る
:'
0
,

Th, 

M

f

r

は
そ
の
.よ
う

な

事

態

：を

：
人

： 

格
：

g

自
由
が
®

^

^
対̂
す
る
非
固
従
じ
か
意
味
し
女
い
様
な
国
家
臣
従
 ̂

_

的

関

係

と

め

べ

：
て
：
い

る

。
.
：
く

 

.

以
士
の：

如
ぐ
.

g-M

初
頭
の
ハK

OInigszinser

と
中
世
.後
1
_の
\ .kfreie: 

B
cl
)
.
v
o:
l
k
e
x
u
n
g

)

v

l̂2
:
Î
J」

、

新

し
い

a

fo:c}lenstaat 

の
' 

Baustein

■と
し
て
の
自
由
人
：の
氣
義
が
：議

ざ

れ

て

い

る

。
：
パ 

.Tlii M
a
^
e
r

の
中
世
に
お
け
る
s der m

o
d
e
r
n
e
n

 s
t
o
a
t
s

の
成
立
：
 

と
：8|
.
6
:
&
汉
0ロ
出
笤
6

ぐ̂

の

対

裕

関

係

に

：
づ

^
て

：
：
の.'立
：
論_
'は
>
ハ 

1
,
0
1
1
<
1
6
&
1
|
^

交
叉
の
中
で
構
成
-§
れ
、
' 全
ド
^:
ッ
的
な
視
野
で
の
都
へ 

市
、翁
制
に
わ
た
る
豊
富
な
内
容
を
も#
、；.
.そ
の
.限
り

：
に
：
お
：
い

：
て

运

3
1
:
0
1

:
や
 

6
&ぼ
^
€
0
:
3
5
©
1
^

-̂
9
1
:
1
1
1
<
1
«

§!
1
£2:
1
0
の̂
礎
石
を
成
し
で.い
る
0ー

:
,
.::
.

,
: :
.

'

，

二 

.. 

, 

. 

. 

.

 

. 

. 

V

口
ター

ル
.の
；勅

令

中

の

3Barglld

<l>, 2I 
-

と
ゥ
ユ
.
ル
ツ
ブ
ル
ガー
大
公
特
権
中 

:の
：wa

l
s
i
H
e
n
:

が
必
ず
じ
%,
直
線
的
に
.結
び
：つ
か
ぬ
と
す
る
と
之
等
は.

1

体 

ど
の
：よ
う
な
点
で
異
な̂
の
，
で

知

ろ

う

か

？

;H

fD.inrich Daiuienbauer 
はu 

s
e 

Freien ini karolingischen 

Heer. 

2
の
中
で
^
！i
eQ.
rco
.
'
g
i
b
u
s

 infinita aut 

libera potestas

ミ 

(
C
V
T
a

o.itus,., Germania, 
.p7

0

,-:

か
ら
ゲ
ル
マー

ネ
ン
の
王
の
権
能
が 

ロ
.
丨
マ
のd
o
m
i
B
t
u
s
^

に
み
ら
れ
る
ょ
ぅ
な
絶
対
十
乂
配
ど
興
な
る
点
を
測
定

し
た
0.
:ら
、::
.ま
*す

capitulate

ハ
のliberi h

o
m
i
n
e
s

 
.の
軍
亊
義
務
を
検 

討
し
、
：㈠
ー.
«の
級

侵

入
.の
：さ
、い
0
国
土
防
衛
義
務
^
0
£
6
8
5*
1
>绎
；1
:
^
©

) 

と
®
出
征
義
務cexercltus)

を
区
別
し
、
知
行
を
放
葉
し
、
そ
の

E
i
g
e
n
g
u
t

 

で
静
か
に
：暮
ぞ
う
と
思$
場

合

に

は
'•-si in alode. suo quiete vivere 

v
o
l0 f
f

t

r.-(cap. 

2, 

35

°°
0

.
1
0

)

^
の
義
務
1>
,か
負

わ

ず
"1
^
名
6 

a
l
i
u
d
-:
'
-p:
b
.

」

：e
o
H'equiraturr nisi

:''solummodQ....:.ut'. ,.ad ...patnae, 

def

 e
n
s
i
o
n
e
m

 

w
e
r
g
a
t
，

コ

(ibid，y

 

s talis r
e
g
n
i

 invasio q
u
a

日 
Jantweri d

i
c
u
n
t
:
…

，

U
t
0mllis.d

0
1p

e5lliw …
…
a
d
.
e
a
m

 r
e
p
e
l
l
e
n
d
^
m

 

o
o
m
m
u
n
i
t
e
r

 pergat.. 

J (
c
a
p
'
2. .71,:c.50 

王
.の
.
.
-
げ

 

s
s
a
^
J
l

所
.. 

持
者
O'
一
み
が
©
の
義
務
を
貪
を
名̂

て
い
る
。

.:
'
,
.

■
HVD

fp.nneELbaueH

が
フ

ラ

シ

クの
^
が
無
限
の
'̂：
.た
.自
由
な
権
力
を
も 

た
ず
、b

s
s
c
i
u
m

令
.，

leud

a>-samio 
■に
よ
っ
て
従
者
関
係
を
結
ん
だ
と
す
へ 

る
構
想
は
正
し
い
も

の
 
'と
言
い
得
よ
.5
0 “然
.し
乍
ら
：

Hberi homines'

の 

m :
:

讓

仕

尼

関

しV

は
、：.
;

多
く
の
問
題
が
尚
未
解
玦
の
贲
ま
残
さ
れ
て
，い

ふ

。

.

. 

M

 ̂

H
P
^
K
P
O
H
P
^
O
H
^
a
M
b
. 

 ̂

exercitlw;;in',''Galliav3 

.で.は
、
’
 

prbprietas
..、

..とし

.'て

.0.5^-w

日ansos.

.を
有
す
.̂
も
.の
が
出
陣
の
韻
務
を 

お
っ
て
い
る
が alodia 

(
E
i
g
e
n
g
u
t
)

と 

proprietas 

(
E
i
g
e
n
t
u
m

 

:der.Hufen) 
■と
は
ど
..の
よ
う
■に
違
う
.の
か
.？

ま
た
，'>
-

」

.の
刺
令
..の
同

—»
ー
.条 

で
q

^

p

q

o

mancidia nec propxlam possessionem 

texrarum 

.hab,eat

•.と
い
っ
た
p

§
p
CD
y.
o
r
e
s 

liberi:

の
.出
陣
義
務
は
ど
う
い
う
こ
と 

に

な

ん

が

纥
Ji
t
の

諸

条

：で

辑

：
の
？
屯

.
0§1
1
6
3
1
1
:
>

切
§;
1
:
'
説
に
妥
当
す
.る
：の
.は 

第
一
条
の
；
？

In drimis quio
u
m
q
u
e

 benefiaa.habeHe videntur,

五

耳c:.i

〇
七
五)

tf
e '

o'eterls liberis h
o
m
i

e.
o*u

s
q
u
o
s

 v
o
c
a
n
t

 bharigildia



Onrnes in h
o
s
t
e
m

 verdant.

2.
の
み
.で
あ
る
:0
然
し
之
は
1
1
0
日
0 .
沒
^
0!
2
.,

、id est fiwcalinus. (capitxlla, quae in lege'Ribuaria: mitt

o.nda 

s
u
n
t
.
)

かoranes l
e
u
d
e
s

かB
a
r
g
i
l
d
e
n

か
は
全
く
不
明
で
あ
る
。

従
っ
て

若

しw
.
D
a
l
m
e
n
b
a
u
e
r

の
立
論
を
認
め
る
と
す
る
と
い
わ
ゆ
る
そ 

の technische B
e
d
e
u
t
u
n
g

 

を
も
つ
l—
l̂
e
r
i 

homines* 

の
範
囲
は
き 

わ
め
て
限
矩
さ
れ
ね
ば
丸
ら
な
く
な
る。
'
 

■-

さ

ら

に

刺

令

中

：こ

0.Ibenescium 
:

の..alodia

化
を
防
止
す
る
.
I

よ
う
.に
_と 

のmissi 

(

.巡
察
使)

へ
の
注
意
が
I
い
の
で
あ
る
が
若
しH. D

a
n
n
e
n
l

 

bauer.

の
立
論
に
従
う
とbeneficium
をalodia

に
転
化
す
る
と
と
に
よ 

:づ
ー
て
簡
単^
^
録̂
避
が
符
わ
れ
、：
ま
た.若
衫
い
わ
：

ゆ

^:
■

の

 
:Vita: 0

u
d
o
v
i
c
l

中
.の
.

K

久

ィ

，
ダ

ニ

テ

に

お

け

.各
豪

族0
王

料

地1

の
 ̂

_
が
.
^
®K'i
ず

れ
.̂
ア

ク
.，ィ
：
タ
ア

fe
^
忖

る
^
-
配̂

備

ば

意

'.ひ
-^
X
.い一た
.事
.
 

に

な

ろ.う
。.し
か

.し

こ

の

記

軍

の

み

え

る

.

セ
九
五
年
に
はAn

n
a
l
e
s

H
.̂
tl
丨 

h
a
r
d
!

及

びAnnales. Laurisseses 
.共
に
ザ
ク
セ
ン

に
叛
乱
が
起
り
、

力
ー

ル
.太
王
が
そ
か
齡
压
に
出
征
し
ね
と
記
し_弋
い
る
が
ア
ク
ィ
タ
：ー
一
ア
が
不 

'穂
な
1

に
&
.る
と
ー
は
述
べ
て
い
な
い
。

M
^

'AG
^
^
s
e
d
e
n
I
l
o
f
e
n
.
.
(
T
h
e
o
d
o
n
i
s

 villa )：

で
発
布
さ
：れ
た 

■勅
令

ゼ

五

瞢

に

は
.「

出
征
も
し
く
は
壬
の
他
の
負
課
を
の
が
：れ
よ
う

'
と

し」

？

-sexercitu seu alia

v.fullccioneHegali 

f
d枉 endo 
ご

~n
神
の
奉
仕 

，
に
自
己
を
牦
身
せ
ん
と
欲
す
る
自
闰
人
に
つ
い
て
':は
、
t-
'
ず
余
の
許
可
を
得
る. 

以
外
之
を
為
す
べ
か
ら
ず6
 J 

s
u
e 

liberis hominfbusqui ad servi- 

t
i
u
m

 D
ei 

s
e txadere voleni ut prius

troc nonfatiant qua 
日

&>nobis,licen

c+-iam postulent.

-
と
み
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

H. 

D
a
n
n
e
n
b
a
u
e
r

 
は

w
o:
J
^
g
g
2
i
n
g と
.Heeresp

tbicht 
は
緊
密
な
関
連

が
あ
る
と
.の
べ
て
い
る
。

こ
の
1^
者
の
関
連
につ

い

て「

御
料
地
に
，住
む
こ.と
を
許
可
さ
れ
る
た
め
に

'z
i
餐

遣

炎

箸

か

ら

御
^

_

4

w

_ti
r
J;'
.
-
'
、
t
x
i
b
u
t
a
:
a
c
:

s
e

r
v

i
c

i
a

-

vo
d -a

e
.

 

d

u

o.
J
i
b
e
r
i
.
'
l
l
o

 

日 i
n

e
s

 

M
-
H
O

0

0 

q
.

u
o

d

 

s
u

p
e

H
.

'
t

e
r

x
a

m
.

 

n
s

c
i

 

m
a

n
e

r
e

 

n
o

s
c

u
n

t
u

f

 

a
d

 

p
a

r
t

e

日 

p
u

b
l

i
c

a
m

 

e
s

d
n

d
e

 

p
e

r
-

 

sQ
I

v
e

b
a

n
t

 

v

v
r-
l

B

M
 

9
9

1
(

D

cs
sm
o q
e

; 

R
e

的
• 

B
a

d
e

n
s

i
a

 

6
00
0

}
と
い
っ
た
' 

.

理
由
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

つ
'

ま

り

H
,

D
a

i
m

e
n

b
a

u
e

r

は
壬
料
地
に
住 

み
王
の
保
護
を
う
け
る

l
i

b
e

r
i

 

h
o

m
i

n
e

s

が
^
等
の
義
務
を
引
き
う
け
る
と 

し
.

て
い
る
。
従

っ

てH
.

 

D
a

i
m

e
n

b
a

u
e

r
.

は
そ
れ
が
：開
墾
地
に
し
ろ
、
：
又 

は
：

m
a

n
s

u
w

v
e

s
t

i
t

d
s

 

:

に

し

ろ^
i

s
k

a
l

l
a

n
d

に
住
み
、
.軍
事
奉
仕
並
び 

に
貢
納
義
務
を
負
う
者
し
か

l
i

b
e

r
i

 

h
o

m
i

n
e

s

の
範
疇
に
入
れ
ず
、a

j

o

,
 

又

は

p
r

o
p

r
i

e
t

a
s

の
み
有
す
る
者
又
は
何
も
も
た
：ぬ
者
は
A

J
0

範
囲
か
ら
除' 

外
す
る
.

こ
と
と
な
る
。

つ

ま

り

s
>

e
i

g
e

n
t

l
i

c
h

e

 

l
i

b
e

r
i

 

h
o

m
i

n
e

s
》

と
も 

.1
K

う
べ
.

き
も
の
を
想
定
す■
る
。

之
が
い
わ
ゆ
る...ロ
タ
'
.

丨
ル
.：の■
M

&

c

t

u

m
 d

e

 

e
x

p
e

d
i

t
i

o
n

e
.

 

C
o

r
s

i
c

a
n

a
-

中
に
：お
け
る'

^a
r

g
i

l
d

e
n

 

に
相
当
す
る
。

間
題
は
.Bargilden. (Koni 
的 szinser' O

d
e
r

w
o:
tJ
.
-
i
g
s
f 

reien
)

と
呼 

ば
れ
る
ほ
.か
の
.

lil>eaHomines

が
あ
る
と
解
さ
る
べ
き
と
こ
ろ■でliberi 

h
o
m
i
n
e
s

は
す
べ
.てBargildea.:

と
呼
ば
れ
る
と
理
解
し
た
こ
.と
に
あ
ろ 

う
。
然
し
ゥ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ガ.
1大
公
#
権
中
のliberi h
o
m
i
n
e
s

は
口
ン
ヵ 

リ
ア
の
帝
国
_
会
.で

»
0
资

1
と
し
て
確
認
さ
れ
た.ar

i
m
a
n
n
i
e

の
担
い
手

と
し
て1

般

に(Vulgo) b
A
r
g
i
M
i

と
呼
ば
れ
るliberi h

o
m
i
n
e
s
.

で
あ 

り
"
酿
如
に
両
者
に
は
国
制
の
変
化
に
伴
ぅ
広
狭
の
差
が
み
ら
れ
を
0,
'census 

r
e
g
i
s

が

前

者(Lotharii .
ed
i
c
t
i
)

で
は
壬
の
人
袼
に
結
び
つ
ぎ
後
者 

で
は
ラ
シ
.ト
平
攀
の
托
容
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る

o 

.
、

-

 

カ
ロ 
リ
ン
グ
の
之
等
のfreie Leute 
はsiedlungs

oqe 

日

 ei&Qhaft

'
 

G
e
n
c
h
t
s
g
e
m
e
i
n
d
e
n

 (untergericht), 

Truppenkorper 
を
形
成 

し
、
い
わ
ゆ
るc

tp.ntena:

と
呼
ば
れ
、
'-
マ
ル
ク
内
で
の
哨
戒
を
な
し
、
役
馬 

役
を
行
う
。(in marca, waotas facere'para

<leredos dare
.
)

±
等 

の
：壬
領
地
に
对
し
て
進
納f
仃
ぅ
自
由
人
^centena (de liberis homi- 

yibus et centenis qui partibus Ssci nostn deserviunt
;〕

に
つ 

い
て
御
料
地
令(

六
十11

条> 
が
記
し
て
い
る
が
公
す
べ
て
の8
1
1
1
0)
1
1
3
,
が
.

之

等

のG
e
m
e
i
n
d
e

 

.又
は
'i*61izeic§

ten

(I>'n

を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で.
 

は
な
く
、
0
§
け
6
1
1
3
/

は
フ
ラ
ン
ク
時
代.に
す

で

にD
a
n
n
e
n
b
a
u
e
r

の
意 

味
で
の KomgszinserbezirK 
か
ら niedergerichtliche Instit-a- 

1
4
§

へ
の
変
化
を
と
げ
て
い
た
。

:

そ
の
よ
ぅ
な
0
0
&露

に

0:
い
て
.は
蒙

0
1
©匕
対
す
る
境
思
領
域
で
王.

料
地
に
定
住
せ
し
奴
ら
れ
だ
自
由
な
逃
亡
ス
：

T

イ
ン
人
と
い
つ
たAb

o
p
s
c
h

S 

.
 

.
 

V

説
以
来
召
の
区
分

(nacil dem'westgotischen Recht die 

Centena 

e
m
e

 

s
n
t
e
n
u
n
g

A
ew-militarischon 

A
T
i
s
e
b
o
t

CQ

縛

，>
'で
あ

マ

た

：
こ

』

：
に
^
つ
て
ー
い
：
だ

が

そ

の

^

^

な

議

区

分

が

ア

ク

ィ

タ

-1

六
に
入
り
込
ん
で
き
た
か
否
か.は
不
明
で
あ
る
と0a

u
s

 v
e
N
h
e
i
n

は
述

.
' 

... 

_ 

.

. 

,

ベ
て
へ
い
る
.？

；

'
>

ベ

 

.
、
.

0
0

soetexis liberim 

Q
§
M vocant 

1:> ぼ
1
1的

11< 1
1

5

そ
し
て
ま
た B

a
r
g
l
l
d
e
n
©
o
e
n
s
u
s

 regis 
は
何
等 s

c+euer 
で
は 

だ
く
、
そ
れ
は
現
金
、
現
物
、
賦
役

(servitia)
等
か
ら
成
り
、王'へ
：の
私
法
及
び

公
法
的
な
貢
納(A
b
g
a
b
e
>

で
あ
っ
た
こ
と
をottQp. Clavadetscher

.

8

は
ク
テ
レ
デ
ィ
-
ン
の
帝
国
料
地
賃
子
帳
か
ら
証
言
し
て
い
る
。 

'
た
し
が
：に
ぱ
，1
>
3
^
1
1

§0*
§
肖

程
©:
:す

ぐ

れ

た

史

家

に

対

し

て

は

否

定

的
 

「

な
批
判
が
多
げ
时
は
多
い@
そ
の
研
究
の
錄
さ
が
増
大
し
ょ
ぅ。Edeltrud 

.Gallmeister;

と
並
ん
て
早
期
並
び
に
盛
期
中
世
：に

お

け.る
国
制
史
上
.
の 
K

OJnigszinser

の
大
き
な
意
義
を
明
ら
が
に
し
た
功
績
は
そ
の
こ
と
に
ょ
っ 

:て
少
じ
も
損
ゎ
れ_な
ぃ
。
:
:
.

.H. D
a
n
n
e
n
b
a
u
e
r

は
ざ
ら
にBargild

o'n

，
は

ィ

タ

リ

ァ

に

土

着

の

表
 

\現
で
：は
な
く
：フ
ラ
ン
ダ
の
記
述
で
あ
り
、
ラ
ン
ゴ
パ
ル
ト
語
で
は

tor
l
m
a
n
n
e
n

 

が
之
に
相
当
し
、.ア
ル
.プ
ス

：の

北

方

で

は

£1
&8
1

ho.
m
i
s
s

 

.又
はlilberi 

又

はB
a
r
g
i
l
d
e
p

が
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
、

B
a
r
s
d
e
n
:

のb
a
r

が
自 

由
を
意
味
す
る
に.し
ろ
又
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ず
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述
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あ
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所
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尨
こ
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召
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。
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古
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述
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史
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史
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述
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i
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っ
て
.耕 

や
し
て
い
た
と
.つ
け
加
え
て
考
え
れ
ば
正
し
ズ11
解

さ

れ

る

と

^

べ
ー
ま
た
ゥ
ー
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e
i
e
K
r
i
e
g
s
l

.<
l
)
ucf
r'(
1)
o
l 大
ゲ
ノ
ッ
セ 

y
シ
ャ
フ
ト
的
な
開
懇
が
：行
わ
れ
て
お
り
、
：之
等
め
戦
士
.は
王
の
森
秫
飞
王
の-
 

逋
路
に
唐
住
し
：て
お
り
、
之
等
の
人
々
：

.は
八
:-
1
:七
年
め
文
書
に
み
え
る

schle- 

s
i
n
g
e
r

が
ザ
7ク
セ
ン
シ
ユ
ピ
ト
ゲ
ル
ン
の

g
&

osffg&arfreie.

.と
考 

え

た

！

naiores: natu de coroitatu 

と
異
な
り
、Da

n
n
e
&
a
u
e
r

 
が 

戦
争
奉
仕
義
務
の
：あ
る
自
由
人
と
等
置
し
たg
p
N
^
^
g
p
. 

'

と
_認
む

：
、、
<
-#
で

龙 

.
る
と
.し
、.
さ
ら
.に
十
一
一.世
紀の

同
で
く
313,

日
；£
0
1
^

U

お
け
る
フ..
ル

'ダ
の
爐 

民
政
策
は
入
々
を
：留
党
ロ
容
げ
サ
で
定
住
せ
し
め
よ
ぇ
と
し
た
こ
土
を
あ
げ 

で
1
6る
0へ
勿
論w

r
M
e
t
z

自
身
こ
れ
ら
め
早
期
中
他
と
盛
期
中
世
の
開
墾
地 

.に
お
け
る
自
由
の
直
線
的
な
因
果
関
係
は
成
立
し
な
い
と
考
え
て
'い
る
が
し
か
，
 

し
自
由
の
種
4
な
段
階
の
流
動
的
な
限
界
を
認
办
う
る

(

と
し
て
'い
名
°:
'
'
.
:

:

従
つ
.て
*
い
自
*
が
_
||
の
自
_
に
先
行
す
る
故
、
‘盛
期
中
世
の
開
懇
は
結

、

8

晉
由
の
法
的
根
拠
た
り
得
な
い
：と
の

T

て
：い
'る
。
ベ 

こ
の
よ
う
に
森
称
權
保
有
者

c
w
a
l
d
r
e
c
h
t
m
s
n
n
e
m
)

に
似
たBargi- 

M
e
n

並
び
に
ザ
ク
セ
ン
人
が>
-ム
べ
ル
グ
寄
り
の
ウ
ュ
：
ル
ツ
ブ
ル
ガ
ー
原
教

M

地
：

沈
.！̂

す

る

以

出

、
：
：
そ

：
の

自

由

は

決

し

.て
十

：
1
世
紀
の
ゥ
ュ
^
ッ
プ 

ル
ガ
ー
の
開
墾
に
負
う
本
の
で
は
な
く、. 

.B
r
a
m
f
o
r
s
t

さ
ら
に
北
方
で
考
察 

:

さ
，れ
た
、

v

開

墾

：

の
：：！m®;

に
兜
行
^

古̂
い
亩
由
：に
適
合
す
る
。
：前
掲
の
：
1
?一，
六 

八
年
の
ク
ュ
ル
ッ
ブ
ル
グ.に
対
す
る
フ
リ
I
ド
リ
ッ
ヒ
バ
ル
バ
口

I
サ
の
正
真 

正
銘
の
特
権
が「

伯
は
伯
領
に
住
.む1

般
に
パ
ー
ギ
ル
デ
ィ
と
呼
ば
れ
る
自
由 

入
か
ら
貢
納(statutam iusticiam)

を
受
け
.

aj

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
以
外

」 

司
教
に
.Zentherrschaft 

.を
み
と
め
た
'こ
と
ま
た
こ
の
地
方
で
力
ロ
リ
シ 

ダ
：時
^
に
...
：：

B
a
H
g
m
i

と
い
う
地
名
が
-^
出
さ
れ
る
こ
と
も.ま
た
古
い
自
S
の 

#
#
を
思
わ
し
め
る
。>
の
よ
う
な
.

statut

p'
日iusticiam (

協
約
権
利) 

の
内
容
と
も
て Bargilden

.

が B
a
m
^
r
g
e
r

 L
e
i
m
g
r
a
f
e
n

Qcomi-

 

c+
e
s
oと
し
て
の
'Ab

e
n
b
e
r
g
e
r

に
引
含
渡
さ
ね
ば
な6
ぬ
も
の
の
中
に 

'NovalzehntencBif

a
noq
e
n

)

が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の■ 

Bargilden 

は
バ
ム
べ
ル
ダ
の

o
<l
>
yc+
に

所

厲

し

て

い
.る
め
に
ゥ
ネ

'ル
.
ッ

ブ

ル

グ

の

場

所

で 

ザ

ク
.セ
ン

シ.ユ
ピ

ー

ゲ

ル

ン

の

.3
^
お

<0
^
0>
ロ
と
同
じ
よ
う
に

' schulthei—

.

.,
.

.
S

c=
>
e
nの
も
と
で
暮
し
て
い.た
。
 

'
'
' 

•

A
J0 :
よ
’
な
ヴ
ユy

ル
ッ
ブ
ル
ガ
：
のBargil<ien

はw
,
:
M
e
t
z

に
よ
れ 

ば>Grafenschaftsfreie

と

し

て

力

：
ピ

ト

ラ

ー

V
のB

a
r
g
i
l
d
e
n

に
全

く
等
し
い
、と
言
う
わ
け
で
あ
る
。
.

：

.

，.
厂
つ
ま
り
こ
o
td
a
rB.
I
d
e
n
の

支

私

う

低

：の
5 -
^
ŝ

の
内
容
と
し
て
の 

芗

在

1思
|

:'
'
-は：壬
か
6
発

4
た
も
の
で
、
偵
と'

B
a

较

2deil

の
関
係
ば
す 

で
に
カ
ロ
リ
ン
グ
時
代
に
証
明
さ
れ
、
当
時
，

B
r
a
m
f
o
r
s
t

やBanzforst 

で
の
ま
.の
大
道
路
に
は
少
な
く
と
も
一' 部
戦
士
と
し
.て
の
自
由
人
.が
.住
.ん
で

い
た
。
，
従
っ
て
そ
の̂

は̂
ラ
.ン
ゴ
バ
ル
ト
の
例
の

^
r
i
m
a
n
n
e
n

に
よ
く
'

似
て
い
た
の
.で
ヵ
ロ
リ
ン
グ
の
立
法.は
意
識
的
.に
そ
の
代
り
にBargilden

-

<
6 0
>
. 

■

と
い
；？
た
ラ
，ラ
ン
ク
的
な
表
現
を
用
い
た
.と
い
う
わ
け
で
も
る。
.

.
以
上
の
こ
と
か
らWo

l
f

 g
a
n
g

 M
e
t
z

は
古
：いw

o:nigsfreiheit

と
新 

し

いRodungsfreiheit.

の
並
：

( ！；：：§

な
展
開
を
考
I
、

両

者

.の

相

関

関

係

を

. 

霞

し

て

、.そQ.

法
的
な
根
源
と
し
て
古
い
自
由
の
優
先
を
認
；め
る
と
：と
^
よ 

り
不
連
続
.の
連

練

と

も

い

う

べ

き

立

論

を

し

：
て

：
い

る

こ

：
と

に

'な
ろ

う:：
0

，
:
入
■
 

之

に

対

し

て

晋

々

が

：
こ
：
の

ニ

つ

)

の
自
由
：は
—

す
る
と
同
時
に
連
続
し
在
わ 

と
の
べ(

た

：
の

は

ノ

玦

し

て

M
e
t
z

の
よ
久
に
古
い
自
由
に
優
位
を
認
め
る-'
O' 

で

は

な

く

夫

：：々
©
.由a

r
&
d
e
n

め

本

か.れ
た

国

制

上

；
の

差

異

と

1

フ
：̂

造
の
差
異
を
：み
と.め
洛

た

め

：
で
：
あ

：
マ

た

0
'.
.

-

:

u

-

:

:

、
'
:
.
i::
.

そ
の
意
味
で
上
述
の«
3
-
;
1
:
1

到

&
©
3
:
.

が

そ

の
：Die freien B

a
u
e
r
n

 

in S
c
h
w
a
b

苔
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.の
由
で
.

「

十
：'

t

,+1

一

世

紀

に

農

民

的

自

由

民

の

身

分

：は
'
殆 

ん
ど
金
く
消
滅
し
た.。
，.：
：
：
.之
等
は
！

3iens
t
m
a
I
m
e
n
:
(
&

B.steriaIe&) 

又
はbitter (

l
i
t
e
s
)

に
な
っ
た
。

…

：
‘.

…

盛
期
及
び
後
期
中
世
の
自
由
人 

が

古

い
0
日̂
0
^
^
£
2
^
^
6
^
.
.
.

か
ら
由
来
し
、た
と
言
う
こ.と
1は
ど
5
も
本
当
に 

思
え
ぬ
'0
f
ュ
b

:l
ベ
ン
：.の
農
民
的
ゲ
ン
ッ.セ
ソ
Vャ

：：

フ
ト
の
自
由
は
そ
の
植 

民
が
行
わ
れ
た
時
代
、

つ
ま
り
ス
タ
ゥ
フ

H

ン
期
の
新
し
い
形
成
物
で
あ
る
。

:…

.ラ
リ
I
.
Kリ
，ッ
'匕
，
：一

：

世

：
は
#

ラ
ヮ
.
.
1
ベ
'
:ン
紀
お
け
る
自
^
!民
.の
設
置
の
：
 

創
^
^
と
み
ら
れ
、
フ
リI
ド
リ
ッ
ヒ
ー
'一
世
は
そ
の
努
力
を
と
り
あ
げ
て
継
続

S
し
た
。

」

と
述
べ
て
い
る
こ
と
の
，意
義
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
勿
論

フ

ラ
 

ン
ケ
ン
で
はAltk

ornigsfreiheit

が
優
泣
し
、

シ
ュ
ワ
ー
べ
ン
で
は
ス
タ

ゥ
フ
-T
丨
のR

o
d
u
n

ciq
sfreiheit
が
慶
位
し
て
い
た
と
い
う
意
味
で
は
な
い
0 

.ラ
ラ
：：ン
ク
時
代
の
軍
政
、
経
済
の
必
要
か
：ら
生
れ
た
«
肖
往
^

§

は
ス
タ 

ゥ
フ
ァ
ー
の
要
請
に
ょ
り
生
ま
れ
た̂备
ミ
吳
®
!
!
のliberiv Freie, freie 

L
e
u
t
e

 aj ：は
':

可
成
り
：の
相
違
を
承
す。
-

.K. W
e
l
l
e
r

の
あ
げ
るSc

h
w
a
b
e
n

 

の

Jt
a
o;L
a
n
d
b
e
v

osl
k
e
n
:
m
g
r

の
本
質
的
な
^

は
次
の
如
く
であ
る
。

-
Ve,」

瞥
区
内
に
^
tf
g

_
-A
it
:、
.
m
r
v
y
r
e
i
g
e
r
i
c
h
t
,

 
Freiamt, 

Freigra

HJs
c
h
a
f
t

と
呼
ば
れ
るGe

n
o
s
s
e
n
s
c
M
f
t

:

を
構
成
し
、
そ
の
成 

員
は
彼
等
が
そ
の
电
に
住
ん
：で
い
る

G
e
i
i
p
d
e
v
e
r
b
a
n
d

か
ら
独
立
し
、 

壬
又
は
止
級
貴
族
の
へ

v
t
e
i
N

に
服
す
。「/ 

' 

'

«

特

別

な
0
^
1
1
^
3
^

设
1
1
^を構
成
す
る
。' -
.

' 

.

ソ
转
-;
:
.一
部
は
現
物(

1部
は
現
金
が
^
な
る
可
成
り
重
い
負
担
を.課

さ

れ

'
た 

freie Giiter 
を

も

つ
 
0
 

H
.
:
:
私

法

的

，に

は

ラ
:̂
;
ト

レ
^
ト

に

服

し

：
ノ

移

転

.の
自
由
、
財
産
処
分
の
自 

由
を
:̂
つ
。

㈤

.公
的

義

て

武

装

靠

、：成
員
の
間
で
雰
さ
れ
、

.共
同
で
：支
払 

う

Steuer,.

特
別
な
裁
判
に
服
す
。St

e
u
e
r

と
し
てv

o
g
t
r
e
c
h
t

を
支

払
う
。
 

.

之
は
確
か
にJ

^
c
h
e
n
s
t
l

の
条
件
の
も
と
で
理
解
さ
れ
る
事
態
で
あ 

り
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osnigsfreiheitv

へ
.■の
復
帰
で
.な
く
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し
ろ
ス
イ
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E
i
d
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e
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5
0
2
1
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へ
0
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的
出
発
点
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歴
史
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お
け
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は
ま
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し
く
夫
々
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史
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お
い
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多
様
な
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義
を
も
つ
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(

ザ
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全
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族
は
一

.一一.
つ
の
身
分
に

.
分

か

た

れ
.
：て

"
構

成

ざ
S

'
つ
ま
り
そ
れ
ら
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ぅ

ち

エ

ヂ
.リ

ン

ギ

と

そ

の

(

ザ

ク

セ

ン〕

語

で
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ば

れ

る.
者

.
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フ

リ

リ

ン
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